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学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する

総合的なガイドライン【概要】
〇 少子化が進む中、将来にわたり生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保するため、速やかに部活動改革に取り組
む必要。その際、生徒の自主的で多様な学びの場であった部活動の教育的意義を継承・発展させ、新しい価値が創出されるようにすることが重要。
〇 令和４年夏に取りまとめられた部活動の地域移行に関する検討会議の提言を踏まえ、平成30年に策定した「運動部活動の在り方に関する総合的な
ガイドライン」及び「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」を統合した上で全面的に改定。これにより、学校部活動の適正な運営や
効率的・効果的な活動の在り方とともに、新たな地域クラブ活動を整備するために必要な対応について、国の考え方を提示。
〇 部活動の地域移行に当たっては、「地域の子供たちは、学校を含めた地域で育てる。」という意識の下、生徒の望ましい成長を保障できるよう、
地域の持続可能で多様な環境を一体的に整備。地域の実情に応じ生徒のスポーツ・文化芸術活動の最適化を図り、体験格差を解消することが重要。

令和４年12月

（主な内容）
・教師の部活動への関与について、法令等に基づき業務改善や勤務管理
・部活動指導員や外部指導者を確保
・心身の健康管理・事故防止の徹底、体罰・ハラスメントの根絶の徹底
・週当たり２日以上の休養日の設定（平日１日、週末１日）
・部活動に強制的に加入させることがないようにする
・地方公共団体等は、スポーツ・文化芸術団体との連携や保護者等の協力
の下、学校と地域が協働・融合した形での環境整備を進める

教育課程外の活動である学校部活動について、実施する場合の適正な運

営等の在り方を、従来のガイドラインの内容を踏まえつつ示す。

Ⅰ 学校部活動

（主な内容）
・地域クラブ活動の運営団体・実施主体の整備充実
・地域スポーツ・文化振興担当部署や学校担当部署、関係団体、学校等の
関係者を集めた協議会などの体制の整備

・指導者資格等による質の高い指導者の確保と、都道府県等による人材バ
ンクの整備、意欲ある教師等の円滑な兼職兼業

・競技志向の活動だけでなく、複数の運動種目・文化芸術分野など、生徒
の志向等に適したプログラムの確保

・休日のみ活動をする場合も、原則として１日の休養日を設定
・公共施設を地域クラブ活動で使用する際の負担軽減・円滑な利用促進
・困窮家庭への支援

学校部活動の維持が困難となる前に、学校と地域との連携・協働により
生徒の活動の場として整備すべき新たな地域クラブ活動の在り方を示す。

Ⅱ 新たな地域クラブ活動

新たなスポーツ・文化芸術環境の整備に当たり、多くの関係者が連携・
協働して段階的・計画的に取り組むため、その進め方等について示す。

Ⅲ 学校部活動の地域連携や

地域クラブ活動への移行に向けた環境整備

（主な内容）
・まずは休日における地域の環境の整備を着実に推進
・平日の環境整備はできるところから取り組み、休日の取組の進捗状況等
を検証し、更なる改革を推進

・①市区町村が運営団体となる体制や、②地域の多様な運営団体が取り組む
体制など、段階的な体制の整備を進める
※地域クラブ活動が困難な場合、合同部活動の導入や、部活動指導員等
により機会を確保

・令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間として地域連携・
地域移行に取り組みつつ、地域の実情に応じて可能な限り早期の実現を
目指す

・都道府県及び市区町村は、方針・取組内容・スケジュール等を周知

（主な内容）
・大会参加資格を、地域クラブ活動の会員等も参加できるよう見直し
※日本中体連は令和５年度から大会への参加を承認、その着実な実施

・できるだけ教師が引率しない体制の整備、運営に係る適正な人員確保
・全国大会の在り方の見直し（開催回数の精選、複数の活動を経験したい
生徒等のニーズに対応した機会を設ける等）

学校部活動の参加者だけでなく、地域クラブ活動の参加者のニーズ等に
応じた大会等の運営の在り方を示す。

Ⅳ 大会等の在り方の見直し

※Ⅰは中学生を主な対象とし、高校生も原則適用。Ⅱ～Ⅳは公立中学校の生徒を主な対象とし、高校や私学は実情に応じて取り組むことが望ましい。



令和５年１月 
 
保 護 者 様 
 

赤穂市教育委員会 
 
 

学校における部活動の地域移行について 
 
 
日頃より本市の教育活動にご理解とご協力をたまわり、誠にありがとうございます。 
さて、標記について、今年度、国の「部活動の地域移行に関する検討会議」から提言

が出されました。 
提言では、少子化の中でも、将来にわたり文化・スポーツに継続して親しむことがで

きる機会の確保、自発的な参画を通して「楽しさ」「喜び」を感じることを本質とし、自
己実現、活力ある社会と絆の強い社会創り、部活動の意義の継承・発展、新しい価値の
創出。さらには、地域の持続可能で多様な文化・スポーツ環境を一体的に整備し、子供
たちの多様な体験機会の確保を目指す姿とし、部活動の地域移行を進めていくとありま
す。 
これを受け、赤穂市では、下記の流れで部活動の地域移行を進めていく予定です。（別

紙参照） 
保護者の皆様におかれましては、ご心配のこともあるかと思いますがご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。 
 

記 
 
赤穂市における改革の方向性（案） 

 
 2022年度（令和４年度）→ 準備期間 

         
2023年度（令和５年度）～2025年度（令和７年度） 

→ 学校に設置してある部活動の休日の活動を地域活動へと移行する期間 

※平日は学校において部活動を実施します。 
       休日の受け皿のない部活動も現状のままです。 

※移行可能となった部活動から移行します。 

 
2026年度（令和８年度）以降 

 → 学校に設置してある部活動の平日の活動を地域活動へと移行する期間 

                
※以上の方向性は今後、国や県からの通知によって、変更することもあります。 
 
※参考 文部科学省 「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関      

する総合的なガイドライン（令和４年12月）」 
 
【問い合わせ先】  
 赤穂市教育委員会・学校教育課 【電話：0791-43-6860】 



（別紙）

小学生、中学生、

保護者のみなさんへ

国(スポーツ庁・文化庁）の目標

令和５年度－７年度末までに

休日の地域移行を進めます。

少子化の中でも将来に子供たちがスポーツ・文化活動に継続して親し

むことができる機会を確保し、自主的・主体的な参加による活動を通

じ、責任感・連帯感を涵養、自主性を育成します。そして、自己実現や

活力ある社会と絆の強い社会創り、部活動の意義の継承・発展、新しい

価値の創出をはかります。

そのため、

中学校の部活動を

休日から段階的に

地域へ移行します

どのように進んでいきますか？

２０２３年度（令和５年度）～２０２５年度（令和７年度）は

移行期間です。

この間、休日の活動の段階的な地域移行を行います。

準備のできた種目（学校別）から順次、地域において休日の活動

を始めます。

平日は、学校において部活動を実施します。

→令和７年度末に休日部活動の地域活動への移行完了を目指
します。

（令和８年度以降、平日に学校で実施している活動を地域活動

へと移行を行っていきます。）



どんな活動になりますか？
活動例

・Ａさん 平日：野球部 休日：野球少年団

・Ｂさん 平日：吹奏楽部 休日：テニスクラブ

・Ｃさん 平日：卓球部 休日：入らない

・Ｄさん 平日：入らない 休日：水泳クラブ

→自分で活動を選択します。

そ の 他
・地域移行すると、異なる中学校の生徒と、同じ地域の団体で

活動できるようにもなります。

・日本中学校体育連盟の大会にも地域の団体（条件が合えば）

から出場ができます。

・部活動地域移行は、市町や学校の状況によって進行状況が

異なります。

※地域の団体とは、少

年団、スポーツクラブ、

教室、吹奏楽団など

問い合わせ先

赤穂市教育委員会

学校教育課

☎0791-43-6860



赤穂市の部活動の地域移行の状況と今後の取組について 

 

【部活動の意義と課題】 

 

【意義】  

○ 生徒のスポーツ・文化に親しむ機会を確保。自主的・主体的な参加による

活動を通じ、責任感・連帯感を涵養、自主性の育成にも寄与。 

○ 人間関係の構築、自己肯定感の向上、問題行動の抑制。信頼感・一体感の

醸成。 

【課題】 

 ○ 近年、特に持続可能性という面で厳しさを増しており、中学校生徒数の減

少が加速化するなど深刻な少子化が進行。 

生徒数：昭和６１年５８９万人→ 令和３年２９６万人に半減 

○ 競技経験のない教師が指導ざるを得ない場合もあり、教師にとって大きな

業務負担となっている。 

○ 地域では、スポーツ団体や指導者等と学校との連携・協働が十分でない。 

 

【赤穂市の目指す姿】 

 

○ 少子化の中でも、将来にわたって子供たちがスポーツ・文化活動に継続して親し

むことができる機会を確保。（学校の働き方改革推進、学校教育の質も向上） 

 

○ 自発的な参画を通して「楽しさ」「喜び」を感じる活動。 

  自己実現、活力ある社会と絆の強い社会創り。部活動の意義の継承・発展、新し

い価値の創出。 

 

○ 地域の持続可能で多様なスポーツ環境を一体的に整備し、子供たちの多様な体験

機会を確保。（スポーツ団体等の組織化、指導者や施設の確保、複数種目等の活

動も提供） 

 

 

 

 



【赤穂市の方向性】〔案〕 

（１）地域指導者及び活動団体等の確保 

   指導者・団体等の募集。 

   ・受け入れができる団体や指導者（資格必要）の情報収集。 

    団体の申請用紙提出。（指導者は、資格が必要） 

受け入れ団体について・・あくまで受け入れ団体としての活動であり、学校の部活

ではない。クラブチーム、少年団など。 

試合について・・・しばらくは、中体連主催大会は、教員の引率が基本（コーチとして地

域指導者も参加できる。以外の大会はこの限りではない。 
（２）活動場所の確保 

地区体育館等市の施設等。場合によって学校施設の開放。 

 

（３）費用負担のあり方 

会費の在り方：無償に近かった活動の今後の見通し 

報酬は必要に応じて適正に設定。 

【参考：市の部活動指導員１時間１５００円】 

備品の購入費用の必要性。 

保険の在り方：学校内の部活動に対しては保険が適用されていた 

地域移行された場合、保険適用外。 

各団体や個人での保険対応。 

地域指導者の責任が発生する。 

 

（４）教員【顧問】以外による大会や発表会等への引率 

   中体連の規定では、部活動によって異なる。 

 

（５）教員【顧問】と地域指導者等の連携 

   学校とスポーツ団体と情報交換などが必要。 

 

（６）地域指導者への研修は検討課題 

   部活動顧問との連携や体罰の禁止等 

 

参考 

 令和５年度中学校体育連盟主催の大会参加団体は４団体 

 学校の教員が土日休日に各団体へ所属し報酬を得ることは可能（兼職兼業） 



【今後の予定】〔案〕 

令和８年度の部活動地域移行について全面実施を目指す。 

 

①  令和５年・・１月～３月に中学校保護者に対し、地域活動団体の紹介。 

 

 

７月 

活動可能な団体の募集。 

 （募集は、広報赤穂への折り込みチラシ及びニュースレポ

ート、ホームページにて周知） 

・教員へのお知らせを６月に行う。 

・募集案内の作成。（６月） 

７～１２月 

（以降も引き続き

募集） 

 団体の募集期間。（学校教育課へ申込み） 

 ・各団体の活動状況の確認など。 

 ※経済的に参加が厳しい家庭への補助等の検討。 

１～３月 小中学校保護者に対し、部活動地域移行についてお知らせ。 

 （生徒に活動団体をプリントにて紹介） 

 ・一覧を教育委員会で作成 

令和６年７月以降、土日・休日に活動できる団体での活動を順次開始 

 

② 令和６年・・７月以降、土日・休日に活動できる団体での活動を順次開始。 

５月又は６月  各校のＰＴＡ総会や学校だよりにより、部活動地域移行に

ついて紹介する。 

（団体は引き続き募集） 

１～３月 

 

小中学校保護者に対し、部活動地域移行についてお知らせ。 

（生徒に活動団体をプリントにて紹介） 

 令和７年７月以降、土日・休日に活動できる団体での活動を順次開始 

 

③ 令和７年・・７月以降、土日・休日に活動できる団体での活動を順次開始。 

５月又は６月  各校のＰＴＡ総会や学校だよりにより、部活動地域移行に

ついて紹介する。 

（団体は引き続き募集） 

１～３月 

 

小中学校保護者に対し、部活動地域移行についてお知らせ。 

（生徒に活動団体をプリントにて紹介） 

 令和８年４月より、土日休日の部活動を地域で実施。 

 

④ 令和８年・・・４月より、土日休日の部活動地域移行を全面実施 

 



【部活動一覧（地域での活動が必要な部活動）】 

赤 穂 野球部 

バスケットボール部（男） 

ソフトテニス部 

陸上部 

卓球部 

サッカー部 

剣道部 

吹奏楽部 

赤穂東 野球部 

バレーボール部（女） 

ソフトテニス部 

陸上部 

卓球部（女） 

剣道部 

柔道部 

水泳部 

音楽部（コーラス） 

赤穂西 野球部 

バレーボール部（女） 

ソフトテニス部 

陸上部 

卓球部 

サッカー部 

剣道部 

吹奏楽部 

坂 越 野球部 

バレーボール部（女） 

ソフトテニス部（女） 

陸上部 

剣道部 

水泳部 

和太鼓部 

有 年 野球部 

ソフトテニス部 

卓球部（女） 

 

 

 赤穂 赤穂西 赤穂東 坂越 有年 

野球 ○ ○ ○ ○ ○ 

バスケット ○男     

ソフトテニス ○ ○ ○ ○女 ○ 

バレーボール  ○ ○ ○  

陸上 ○ ○ ○ ○  

卓球 ○女 ○ ○女  ○女 

サッカー ○ ○    

剣道 ○ ○ ○ ○  

柔道   ○   

水泳   ○ ○  

文科系 吹奏楽 吹奏楽 音楽 和太鼓  

 


